
第 63 期 決 算 公 告
平成 24年７月 11日

岩手県盛岡市肴町４番５号
岩手酒類卸株式会社

代表取締役社長 鈴木 宏延
貸借対照表の要旨(平成24年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)

の

部

資

産

流 動 資 産 137,742
固 定 資 産 1,751,859
繰 延 資 産 467

資 産 合 計 1,890,068

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 92,271
固 定 負 債 1,548,337
株 主 資 本 249,460
資 本 金 201,530
利 益 剰 余 金 47,930
その他利益剰余金 47,930
(うち当期純利益) (4,533)
負債・純資産合計 1,890,068

貸借対照表の要旨
(平成24年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

の
部
資
産

流 動 資 産 1,511,034
固 定 資 産 717,893
合 計 2,228,927

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 1,277,912
固 定 負 債 601,685
株 主 資 本 349,329
資 本 金 33,000
利 益 剰 余 金 316,329
その他利益剰余金 316,329
(うち当期純利益) (1,363)
合 計 2,228,927

第 18 期 決 算 公 告
平成 24年６月 22日
岩手県気仙郡住田町世田米字火石５`１

住田フーズ株式会社
代表取締役社長 ˆ田 孝一

第 21 期 決 算 公 告
平成 24年７月 11日

岩手県釜石市鈴子町23番15号
株式会社エヌエスオカムラ
代表取締役社長 佐藤 省一

貸借対照表の要旨(平成24年３月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

の
部
資
産

流 動 資 産 1,223
固 定 資 産 585

資 産 合 計 1,808

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 648

固 定 負 債 959

株 主 資 本 201

資 本 金 100

資 本 剰 余 金 1,200
利 益 剰 余 金 �1,099
その他利益剰余金 �1,099
(うち当期純損失) (112)
負債・純資産合計 1,808

第 65 期 決 算 公 告
平成 24年６月 25日
宮城県仙台市太白区郡山六丁目１番39号

東北鉄道運輸株式会社
代表取締役社長 渡部 哲雄
貸借対照表の要旨

(平成24年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

の
部
資
産

流 動 資 産 486,243
固 定 資 産 131,220
合 計 617,463

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 205,761
固 定 負 債 74,229
株 主 資 本 337,471
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 327,471
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 324,971
(うち当期純利益) (43,525)
合 計 617,463

第 45期決算公告 平成24年６月25日
仙台市青葉区一番町二丁目２番13号

東北交通機械株式会社
代表取締役社長 矢口 弘志

貸借対照表の要旨(平成24年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

の
部
資
産

流 動 資 産 3,512,197
固 定 資 産 3,587,673
合 計 7,099,871

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 2,831,772
固 定 負 債 772,350
負 債 合 計 3,604,123
株 主 資 本 3,495,748
資 本 金 72,000
利 益 剰 余 金 3,423,748
利 益 準 備 金 18,000
その他利益剰余金 3,405,748
(うち当期純利益) (429,675)
純資産合計 3,495,748
合 計 7,099,871

第 32 期 決 算 公 告
平成 24年６月 22日
山形県東村山郡中山町大字長崎8039番地

株式会社中山町商工観光公社
代表取締役 ˆ橋 敏栄

貸借対照表の要旨
(平成24年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

の
部
資
産

流 動 資 産 62,485
固 定 資 産 5,694
合 計 68,180

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 13,727
株 主 資 本 54,453
資 本 金 16,800
利 益 剰 余 金 38,158
利 益 準 備 金 3,700
その他利益剰余金 34,458
(うち当期純利益) (1,902)
自 己 株 式 �505

合 計 68,180

平成™›年�月˜˜日 水曜日 (号外第˜œ˜号)官 報
相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
長
崎
市
新
大
工
町
一
番
地
、
最
後
の
住
所
長
崎

市
葉
山
二
丁
目
四
一
番
六
号

被
相
続
人

亡

牛
嶋

信
義

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
一
日

長
崎
市
ó
屋
町
二
番
一
五
e

八
〇
一
号
、
事
務
所

長
崎
市
金
屋
町
六
番
一
〇
e

一
〇
一
号

浦
中
司

法
書
士
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

司
法
書
士

浦
中

勝
美

公
示
送
達

岡
山
市
高
島
新
屋
敷
土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る
左
記

の
者
に
対
す
る
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律

第
百
十
九
号
）
第
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
仮
換

地
の
使
用
収
益
開
始
日
の
通
知
の
書
類
を
送
付
し
た
が
、

受
領
を
拒
ま
れ
た
の
で
同
法
第
百
三
十
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
書
類
の
送
付
に
か
え
て
通
知
の
内
容
を
次
の

と
お
り
公
告
し
ま
す
。

記

一
、
書
類
の
送
付
を
受
け
る
べ
き
者

住
所

岡
山
市
中
区
高
島
新
屋
敷
一
五
三
番
地

氏
名

湯
浅

三
郎

二
、
通
知
の
内
容

{
仮
換
地
の
使
用
収
益
開
始
日
の
通
知

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
二
日
付
け
岡
高
新
組
第
十

四
号
（
指
定
番
号
五
十
七
）
で
指
定
し
た
仮
換
地
及
び

同
日
付
け
岡
高
新
組
第
十
四
号
（
指
定
番
号
五
十
九
）

で
指
定
し
た
一
八
六
番
三
（
Ｃ
）
の
仮
換
地
に
つ
い
て

は
、
使
用
ま
た
は
収
益
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
日

を
左
記
の
と
お
り
定
め
た
の
で
、
土
地
区
画
整
理
法
第

九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
し
ま
す
。
使
用

収
益
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
仮
換
地
の
位
置
は
添

付
図
面
の
と
お
り
。

|
使
用
ま
た
は
収
益
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
日

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
五
日

}
仮
換
地
案
内
図
・
仮
換
地
明
細
図
（
掲
載
を
省
略
）

三
、
教
示

{
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
通

知
を
受
け
と
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以

内
に
岡
山
市
長
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

|
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
通

知
を
受
け
と
っ
た
日
（
そ
の
他
、
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
お
い
て
は
、
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
）

か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
以
内
に
岡
山
市
高
島
新
屋
敷
土

地
区
画
整
理
組
合
を
被
告
と
し
て
、
処
分
の
取
消
し
の

訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

以

上

な
お
、
掲
載
を
省
略
し
た
も
の
を
含
む
、
仮
換
地
の
使

用
開
始
日
の
通
知
（
写
）
を
当
事
業
施
行
地
区
内
の
第
一

号
公
園
内
及
び
岡
山
市
中
区
高
島
新
屋
敷
三
二
八
番
地
一

所
在
の
岡
山
市
高
島
新
屋
敷
公
会
堂
の
掲
示
場
所
に
掲
示

し
て
あ
り
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
一
日

岡
山
市
北
区
大
供
一
丁
目
一
番
一
号

岡
山
市
高
島
新
屋
敷
土
地
区
画
整
理
組
合

理
事
長

戸
川

愃
功

有
料
職
業
紹
介
事
業
保
証
金
取
戻
し
公
告

有
料
職
業
紹
介
事
業
保
証
金
規
則
廃
止
等
に
関
す
る
省

令
（
平
成
十
五
年
法
務
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
第
二
号
）

第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
し
ま

す
。

一

保
証
金
の
取
戻
し
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
又
は

名
称
並
び
に
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

株
式
会
社

Ｊ
Ｐ
Ｓ
Ｓ

株
式
会
社
Ｊ
Ｐ
Ｓ
Ｓ

東
京
都
新
宿
区
西

新
宿
七
丁
目
二
二
番
三
三
号

二

保
証
金
の
額

金
三
十
万
円

三

前
号
の
保
証
金
に
つ
き
職
業
安
定
法
及
び
労
働
者
派

遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就

業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
八
十
二
号
。
以
下
、「
法
」

と
い
う
。）の
施
行
前
に
当
該
保
証
金
に
つ
き
法
第
一
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
三
十
二
条
の
二
第
二
項
の

権
利
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
日
の
翌
日
か
ら

六
箇
月
以
内
に
、
そ
の
債
権
の
額
、
債
権
発
生
の
原
因

た
る
事
実
並
び
に
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称
を
記
載
し

た
申
出
書
二
通
を
当
該
公
告
を
し
た
者
の
事
業
所
の
所

在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
て
下

さ
い
。

四

前
号
の
申
出
書
の
提
出
が
な
い
と
き
は
、
第
二
号
の

保
証
金
が
取
り
戻
さ
れ
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
一
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
七
丁
目
二
一
番
三
号

ス
リ
ー
プ
ロ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

関
戸

明
夫

˜— 
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